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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 県内のイチゴ栽培圃場から採集したハダニ類の主な殺ダニ剤に対する薬剤感受性を雌成虫および卵に

ついて調査した。

（１） ナミハダニ雌成虫

 各個体群で感受性が高く効果が安定していたのはビフェナゼート（マイトコーネフロアブル）、ミルベメクチ

ン（コロマイト水和剤）であった。酸化フェンブタスズ（オサダン水和剤）、クロルフェナピル（コテツフロアブ

ル）およびケルセン（ケルセン乳剤）に対する感受性は個体群によって低下が見られ、アクリナトリン（アー

デント水和剤）とテブフェンピラド（ピラニカＥＷ）では顕著に低下していた。

（２） ナミハダニ卵

 エトキサゾール（バロックフロアブル）に対する感受性は一部の個体群で低下が認められ、テブフェンピラ

ド（ピラニカＥＷ）とヘキシチアゾクス（ニッソラン水和剤）では顕著に低下していた。

（３） カンザワハダニ雌成虫および卵

 供試した各薬剤に対して感受性の低下は認められなかった。

２ 期待される効果

 イチゴに発生するハダニ類に対して、今回明らかになった有効薬剤を使用することによって効率的かつ

効果的な防除が可能になる。

３ 適用範囲

県内全域

４ 普及上の留意点

（１）  ナミハダニに対しては有効な薬剤が限られるため、天敵を用いた生物的防除など薬剤防除以外の防除

手段を積極的に導入する。

（２）  各薬剤の使用基準を遵守し同一薬剤を連用しない。
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